
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全３回で行われる「親子のための公開講座」の
第 1回が開催されました。 

今回は半 直哉先生の「親子でビー玉道にチャレ
ンジ」です。カプラを使って滑り台を作るという
難しい工作に親子で挑戦しました。1年生の学生 7

名にスタッフとしてお手伝いしていただきまし
た。 

カプラ（積み木）を使って滑り台を作ることに
挑戦です。小さい子どもには少し難しいかもしれ
ませんが、最初は親が中心となり、だんだん形に
なってゆくと、子どもたちは目を輝かせて夢中に
なっていきました。 

学生たちは親子の邪魔をしないように、作ると
きのヒントを与えたり、走り回る子どもの相手を
したりと、サポートに努めてくれました。 

うまくビー玉が転がると、子どもたちは歓声を
上げて喜びました。学生たちは難しい工作の作り
方を上手に子どもや親に伝えることの大変さを
学び、よい経験となったようです。 

うまく転が

るかな～？ 

むずかし

いな～ 

おもしろ～い 

ころころ 

ころころ♪ 


